
継続的なオーガニック・インオーガニック戦略の推進

2009年度
▼

2011年度
▼

2018年度
▼

2019年度
▼

2020年度
▼

Airborne Capital Limited（本社：アイルランド）との合弁展開

主な提携分野 推進体制

あおぞら銀行との資本業務提携概要

ウェルス
マネジメント

不動産関連
ビジネス

M&A
関連業務

成長企業
支援

コーポレート
ファイナンス

両社トップが参加する
経営協議会

ビジネスごとの
ワーキンググループ

2024年度

業務純益：+100億円経常利益：+100億円
2027年度（3年後）

投融資ソリューションの活用を中心にシナジー追求を継続

WM 個人部門（業務純益）
2027年度：+30億円

法人部門（業務純益）
2027年度：+70億円

2027年度
投融資実行額（累計）目標 
約7,300億円

2027年度
ファンドラップ残高目標 
約800億円

GM & IB

• 異なる強みや経営資源を有する両社が協業することで両社のお客様の
  資産価値最大化を加速

持分法利益（出資比率23.9%）+当社側提携効果

当社グループは、事業ポートフォリオ全体の健全な多様性を維持しつつ、各部門での着実な既存ビジネスの成長に加え、戦略的な投資や提携などの、外部との連携を通じた、 
いわゆるインオーガニックな成長も積極的に追求していきます。これらの取組みを両輪とすることで、持続的なROEの向上を目指していきます。

非連続な成長戦略の推進（外部連携・M&A・成長投資）

●  大和リアル・エステートAM
●  大和証券オフィス投資法人

●  大和ネクスト銀行  ●● Fintertech
 ● ACAグループ
●● グッドタイムリビング
 ● 大和エナジー・インフラ

●● 日本郵政グループ
●● Global X Japan
 ● サムティ

 ● 信金中央金庫
●● 大和コネクト証券
 ● 刀
 ● IP Bridge

●  大和証券リアルティ
●  四国銀行

 ●● あおぞら銀行
 ● かんぽ生命
 ●● 岩手銀行
 ● 大和エアボーン
●●● Sky

 ●● ケップルグループ
 ● Global X LLC
 ● 三井住友トラストグループ
●●  三井物産オルタナティブインベストメンツ

インオーガニック戦略の方向性：●顧客基盤の拡充　●機能強化・商品拡充　●オープンイノベーション

2023年 2024年 2025年

1,018億円

1,897億円

日本郵政グループとの協業

（2022年5月取扱い開始）

• 日本郵政グループとファンドラップで協業

＊ ゆうちょ銀行2025年3月期決算説明資料より

ゆうちょファンドラップ残高＊

（3月末）

2019年度

2,303億円

3,835億円 提携時目標
3,800億円

新目標
5,500億円以上

3年前倒しで
目標達成

2021年度

2023年3月末 2024年11月末 2028年3月末

四国銀行との包括的業務提携

＊ 四国銀行プレスリリースより

四国銀行有価証券残高＊

（目標）

人材強化

運用力向上

運用残高増加

かんぽ生命との資産運用分野における資本業務提携

積極的な
相互人材交流

かんぽ生命より
2兆円規模の
資産を受託

アセットオーナー
目線の獲得

海外拠点を活用した
運用体制の強化

運用の高度化
収益源の多様化

2024年度

-  2025年1月8日、Airborne 
Capital Limitedとの合弁会社、 
大和エアボーンによるオーダー 
メイドの航空機JOL商品の営業を 
開始 

•  超富裕層のお客様や事業会社などを対象としたオルタナティブ・利回り商品の 
ラインナップ拡充

オルタナティブ・利回り 
商品（航空機）

対
象
案
件（
抜
粋
）

資産運用
プランニング

税務 
ソリューション
（リース・保険）

不動産 
ソリューション

事業承継 
コンサルティング
（M&Aなど）

相続トータル 
サービス

融資・信託

残高フィー 
ビジネス

総資産 
コンサルティング
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2021年度
▼

2024年度
▼

●  大和リアル・エステートAM
●  大和証券オフィス投資法人

●  大和ネクスト銀行  ●● Fintertech
 ● ACAグループ
●● グッドタイムリビング
 ● 大和エナジー・インフラ

●● 日本郵政グループ
●● Global X Japan
 ● サムティ

 ● 信金中央金庫
●● 大和コネクト証券
 ● 刀
 ● IP Bridge

●  大和証券リアルティ
●  四国銀行

 ●● あおぞら銀行
 ● かんぽ生命
 ●● 岩手銀行
 ● 大和エアボーン
●●● Sky

 ●● ケップルグループ
 ● Global X LLC
 ● 三井住友トラストグループ
●●  三井物産オルタナティブインベストメンツ

これまでの取組みの成果として、新規ビジネスは各セグメント
において着実に利益貢献を果たしています。2010年度以降の
新規ビジネスによる累計の利益は3,000億円を超え、2024年度
のROEは10%となりました。今後も、さらなる成長の基盤構築
に向けて、資本を戦略的に活用し、企業価値の一層の向上に努
めていきます。

–50

50

150

250

350
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（年度）2010 2015 2020 2024

WM部門
証券AM
不動産AM
オルタナティブAM
その他

新規ビジネスのセグメント別利益推移＊

（億円）

先を見据えた資本活用が、さらなる成長への土台となる

新規ビジネスの2010-2024年度の累計利益は3,000億円以上、
2024年度のROEは10%

2024年度 Sky社との資本業務提携／大和総研とのシナジー

テーマごとに分科会を設置し、シナジー効果の早期実現へ

Sky社株式を10%強、100億円規模取得

高度人材の相互活用
および人材リソースの拡充

AI・DXのソリューション

受託開発ビジネス口座を統合 地域に密着した
コンサルティング

証券ビジネスにおける
知見・経験・プラットフォーム

地域に密着した
サポート体制

岩手銀行 大和証券

銀行窓販口座
＋

大和証券口座
岩手銀行に部署新設
両社社員が協働

岩手銀行との包括的業務提携概要

両社の預り資産：約5,800億円＊　　5年後目標：8,500億円

• 岩手県を中心とした地域経済の発展

2024年度

1995 2000 2005 2010 2015 2020 2023
0

500

1,000

1,500 日本 米国
（兆円）

出所：Investment Company Institute、投資信託協会のデータをもとに大和証券グループ本社作成（2025年3月末時点の為替で円換算）

• 2025年2月、米国においてテーマ型ETFのパイオニアとして存在感を増すGlobal X LLCの持分20%を取得
• 世界最大のETFマーケットであり、成長が著しい米国ETF市場へ参入

Global X LLCへの資本参画

＜日米ETF市場の比較＞

米国のETF市場規模は
日本の16倍

（2023年12月末時点）

米国：1,209兆円

日本：75兆円

2024年度

＊  経常利益。2009年度以降の新規ビジネスが集計対象（非連結子会社は含まない）、集計対象は抜粋
案件と不一致、2023年度までは現在のセグメントベースに組み替えて集計、連結消去は未考慮、負の
のれんなどは除く。

＊  保険含む

•  大和総研とSky社が異なる強み・経営資源を相互活用することにより、
付加価値の高いソリューション提供を実現し、顧客企業価値向上へ貢献

非連続な成長戦略の推進（外部連携・M & A・成長投資）
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2021年度
▼

2024年度
▼

●  大和リアル・エステートAM
●  大和証券オフィス投資法人

●  大和ネクスト銀行  ●● Fintertech
 ● ACAグループ
●● グッドタイムリビング
 ● 大和エナジー・インフラ

●● 日本郵政グループ
●● Global X Japan
 ● サムティ

 ● 信金中央金庫
●● 大和コネクト証券
 ● 刀
 ● IP Bridge

●  大和証券リアルティ
●  四国銀行

 ●● あおぞら銀行
 ● かんぽ生命
 ●● 岩手銀行
 ● 大和エアボーン
●●● Sky

 ●● ケップルグループ
 ● Global X LLC
 ● 三井住友トラストグループ
●●  三井物産オルタナティブインベストメンツ

これまでの取組みの成果として、新規ビジネスは各セグメント
において着実に利益貢献を果たしています。2010年度以降の
新規ビジネスによる累計の利益は3,000億円を超え、2024年度
のROEは10%となりました。今後も、さらなる成長の基盤構築
に向けて、資本を戦略的に活用し、企業価値の一層の向上に努
めていきます。
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（億円）

先を見据えた資本活用が、さらなる成長への土台となる

新規ビジネスの2010-2024年度の累計利益は3,000億円以上、
2024年度のROEは10%

2024年度 Sky社との資本業務提携／大和総研とのシナジー

テーマごとに分科会を設置し、シナジー効果の早期実現へ

Sky社株式を10%強、100億円規模取得

高度人材の相互活用
および人材リソースの拡充

AI・DXのソリューション

受託開発ビジネス口座を統合 地域に密着した
コンサルティング

証券ビジネスにおける
知見・経験・プラットフォーム

地域に密着した
サポート体制

岩手銀行 大和証券

銀行窓販口座
＋

大和証券口座
岩手銀行に部署新設
両社社員が協働

岩手銀行との包括的業務提携概要

両社の預り資産：約5,800億円＊　　5年後目標：8,500億円

• 岩手県を中心とした地域経済の発展

2024年度
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出所：Investment Company Institute、投資信託協会のデータをもとに大和証券グループ本社作成（2025年3月末時点の為替で円換算）

• 2025年2月、米国においてテーマ型ETFのパイオニアとして存在感を増すGlobal X LLCの持分20%を取得
• 世界最大のETFマーケットであり、成長が著しい米国ETF市場へ参入

Global X LLCへの資本参画

＜日米ETF市場の比較＞

米国のETF市場規模は
日本の16倍

（2023年12月末時点）

米国：1,209兆円

日本：75兆円

2024年度

＊  経常利益。2009年度以降の新規ビジネスが集計対象（非連結子会社は含まない）、集計対象は抜粋
案件と不一致、2023年度までは現在のセグメントベースに組み替えて集計、連結消去は未考慮、負の
のれんなどは除く。

＊  保険含む

•  大和総研とSky社が異なる強み・経営資源を相互活用することにより、
付加価値の高いソリューション提供を実現し、顧客企業価値向上へ貢献

非連続な成長戦略の推進（外部連携・M & A・成長投資）
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